添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 有田　正光（58歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　教授
3． 最高学位（取得年） ： 工学博士（1983）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	建設環境工学へのアプローチ（ものづくりのいろは）
	1年
	前期
	2
	14

	水理学A・同演習（水理学A・演習）
	2年
	前期
	3
	3

	水理学B
	2年
	後期
	2
	1

	水圏の環境
	2年
	後期
	2
	1

	流体力学（流れの科学）
	2年
	前期
	2
	1

	水理実験
	3年
	後期
	1
	2

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	環境流体力学Ⅰ
	大学院

前期課程
	後期

（隔年）
	2
	1

	環境流体力学Ⅱ
	大学院

前期課程
	後期

（隔年）
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：建設環境工学へのアプローチ（ものづくりのいろは）
・オムニバス形式の授業であり，筆者の専門の一つである環境関連の導入講義を1時限のみ担当する。
科目名2：水理学A・同演習（水理学A・演習）
・筆者の主たる専門分野であり，豊富な教育・研究業績を有する。
科目名3： 水理学B
・筆者の主たる専門分野であり，豊富な教育・研究業績を有する。
科目名4：水圏の環境
・水圏の環境に関しては十分な研究業績を有する。　　
科目名5：流体力学（流れの科学）
・筆者が豊富な教育・研究業績を有する水理学の基礎分野である。
科目名6：水理実験 
・筆者が豊富な教育・研究業績を有する水理学に関する実験科目である。
科目名7：卒業研究I 
・筆者が豊富な教育・研究業績を有する水理学・水圏の環境分野のテーマで指導を行う。
科目名8：卒業研究Ⅱ
・筆者が豊富な教育・研究業績を有する水理学・水圏の環境分野のテーマで指導を行う。
7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：学科内教育改善委員会

学科内外部評価委員会

建設環境工学科学科長（2006～2008），大学院専攻主任（2004～2005），学内入試委員会（2003，2008～）
　所属学会：土木学会，国際水理学会，可視化情報学会，流体力学会
　　
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	0年

	現在の大学
	28.0年

	合計
	28.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	なし
	
	年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし
11． 活動状況

教 育　：　　　40％

研 究　：　　　40％

その他※　：　　20％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など
特になし
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 井浦　雅司（57歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　教授
3． 最高学位（取得年） ： 工学博士（1982）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（1） 当該プログラムの担当授業科目
	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	工学基礎
	1年
	前期
	2
	3

	新人ゼミ
	1年
	前前期
	1
	27

	新人ゼミ
	1年
	前後期
	1
	26

	微分方程式（工業数学Ⅰ）
	2年
	前期
	2
	1

	材料力学Ⅰ
	2年
	前期
	2
	2

	応用力学A・同演習
	2年
	前期
	3
	2

	建設環境セミナーC
	3年
	後期
	1
	3

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	薄肉構造解析
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	弾性論
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：工学基礎
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名2：新人ゼミ
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名3：新人ゼミ
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名4：微分方程式（工業数学Ⅰ）
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名5：材料力学Ⅰ
· 専門が構造力学であり，鋼やコンクリート材料を用いた研究経験を有す。

科目名6：応用力学A・同演習
・専門が構造力学であり，それに関する研究実績を有する。
科目名7：建設環境セミナーC
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名8：卒業研究Ⅰ
・主たる卒業研究テーマは高力ボルトや構造解析に関するものであり，専門分野の研究である。
科目名9：卒業研究Ⅱ
・主たる卒業研究テーマは高力ボルトや構造解析に関するものであり，専門分野の研究である。
　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：理工学部長（2007～）

学科内教育改善委員会

学科内FD委員会

所属学会：土木学会，日本機械学会
学協会活動：土木学会，日本機械学会等で数多くの委員を歴任

8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	0年

	現在の大学
	27.0年

	合計
	27.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	なし
	
	年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし
　　
11． 活動状況

教 育　：　　　30％

研 究　：　　　10％

その他※　：　　60％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

特になし
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 近津　博文（60歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　教授
3． 最高学位（取得年） ： 博士（工学）（1988）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	測量学・同演習（測量学・演習）
	2年
	前期
	3
	3

	測量実習
	2年
	前期
	2
	5

	画像解析・リモートセンシング
	3年
	前期
	2
	1

	数値計算法
	3・4年
	前期
	2
	2

	空間情報学
	3年
	後期
	2
	1

	卒業研究I
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	画像計測Ⅰ
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	画像計測Ⅱ
	大学院

前期課程
	後期

（隔年）
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：測量学・同演習（測量学・演習）
・大学在職中の業務において，測量学に関する教育経験を有する。
科目名2：測量実習
・大学在職中の業務において，測量学に関する教育経験を有する。
科目名3：画像解析・リモートセンシング
・大学在職中の業務において，当該科目に関する研究・教育経験を有する。
科目名4：数値計算法
・大学在職中の業務において，当該科目に関する教育経験を有する。
科目名5：空間情報学
・大学在職中の業務において，当該科目に関する研究・教育経験を有する。
科目名6：卒業研究I 
・大学在職中の業務において，当該科目に関する研究・教育経験を有する。
科目名7：卒業研究Ⅱ

・大学在職中の業務において，当該科目に関する研究・教育経験を有する。
　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：学科内教育改善委員会

　　　　　　　　　学科内外部評価委員会

所属学会：土木学会，日本写真測量学会，電子情報通信学会，システム制御情報学会

　　　学協会活動：日本写真測量学会常務理事（1996～）
日本写真測量学会学術講演会実行委員長（1992～2003）
日本写真測量学会編集委員長（2004～）
日本測量協会理事（1999～）
日本測量協会常任編集委員会委員長（1999～2003）
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	1.0年

	現在の大学
	30.0年

	合計
	31.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	なし
	
	年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし

11． 活動状況

教 育　：　　　40％

研 究　：　　　40％

その他※　：　　20％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

特になし
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 中井　正則（47歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　教授
3． 最高学位（取得年） ： 工学博士（1990）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
	1年

	前期
	2
	13

	水理学A・同演習（水理学A・演習）
	2年
	前期
	3
	3

	気圏・地圏の環境
	3年
	後期
	2
	2

	水文学
	3年
	前期
	2
	1

	河海工学
	3年
	後期
	2
	1

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	応用水理学Ⅱ
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	応用水理学Ⅰ
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	インターンシップ
	大学院

前期課程
	半期集中
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
  ・専門が水理環境学であり，それに関する豊富な教育・研究業績を有する。
科目名2：水理学A・同演習（水理学A・演習）
・大学・企業在職中において，様々な水理現象に関する研究・実務を行った経験を有する。
科目名3：気圏・地圏の環境
・大学・企業在職中において，環境に関する研究・実務を行った経験を有する。
科目名4：水文学
・大学在職中において，水文現象に関する研究を行った経験を有する。
科目名5：河海工学
・大学・企業在職中において，河川・海岸の水理現象に関する研究を行った経験を有する。
科目名6：卒業研究Ⅰ
・大学・企業在職中において，様々な水理現象および環境に関する研究を行った経験を有する。
科目名7：卒業研究Ⅱ
・大学・企業在職中において，様々な水理現象および環境に関する研究を行った経験を有する。
　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：建設環境工学専攻主任

学科内教育改善委員会

学科内カリキュラム委員会
所属学会：IAHR（国際水工学会），土木学会，日本流体力学会，環境科学会，応用生態工学会

学協会活動：土木学会年次学術講演会プログラム編成委員会（2001），土木学会論文集（2002～），水工学論文集（1998～），英文誌JHHE査読員（2006～），土木学会水工学論文奨励賞審査員（2004，2006）
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	5.0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	5.0年

	現在の大学
	11.0年

	合計
	21.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	環境コンサルタント
	河川・海岸の環境アセスメント等に関わる水理実験
	5.0年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし　　
11． 活動状況

教 育　：　　　60％

研 究　：　　　30％

その他※　：　　10％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

特になし
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 中尾　雅躬（69歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　教授
3． 最高学位（取得年） ：工学博士（1976）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
	1年

	前期
	2
	13

	創造工学へのアプローチ
	1年

	前期
	2
	3

	材料実験
	2年
	前期
	1
	3

	プログラミング演習C（実用プログラミングB）
	2年
	後期
	2
	2

	建築構法
	3年
	前期
	2
	1

	耐震設計法
	3年
	後期
	2
	1

	空間デザインB
	3年
	後期
	2
	6

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	振動論
	大学院

前期課程
	後期

（隔年）
	2
	1

	構造設計論
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
  ・建築物の耐震に関する研究経験を有する。
科目名2：創造工学へのアプローチ
・専門が建築構造学であり，建築物に関する研究経験を有する。
科目名3：材料実験
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名4：プログラミング演習C（実用プログラミングB）
・当該教科に関する教育実績を有し，プログラム言語に関する著書もある。
科目名5：建築構法
・専門が建築構造学であり，建築物に関する研究経験を有する。
科目名6：耐震設計法
・建築物の耐震に関する研究経験を有する。
科目名7：空間デザインB 
・専門が建築構造学であり，構造物の設計に関する実務経験を有する。
科目名8：卒業研究Ⅰ

・主たる卒業研究テーマは建築構造物の材料特性に関するものであり，専門分野の研究である。
科目名9：卒業研究Ⅱ

・主たる卒業研究テーマは建築構造物の材料特性に関するものであり，専門分野の研究である。

　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：学科内教育改善委員会

学科内FD委員会

所属学会：日本建築学会，土木学会，日本溶接学会，IABSE（国際構造協会），日本計算工学会

学協会活動：日本建築センター，鋼材倶楽部，日本建築学会等で数多くの委員を歴任
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	2.0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	10.0年

	現在の大学
	32.0年

	合計
	44.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	建設業
	設計
	2.0年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

一級建築士（1972）

専攻建築士（教育研究・構造）（2006）

　　

11． 活動状況

教 育　：　　　50％

研 究　：　　　30％

その他※　：　　20％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

特になし

添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 松井　邦人（66歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　教授
3． 最高学位（取得年） ： Ph. D.（1973）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
	1年

	前期
	2
	13

	数学演習（工学のための数学演習）
	1年
	後期
	2
	5

	静力学（剛体の力学Ⅰ）
	2～4年
（1年）
	後期
	2
	2

	応用力学・演習
	2年
	後期
	3
	2

	応用力学B
	2年
	後期
	2
	2

	空間デザインB
	3年
	後期
	2
	6

	道路工学
	3・4年
	前期
	2
	3

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	応用数理学
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	有限要素法
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
　・舗装の構造に関する研究経験を有する。
科目名2：工学のための数学演習（数学演習）
・大学在職中，過去にも数学を担当してきた。また，研究論文も主に数学をベースとしたものである。
科目名3：静力学（剛体の力学Ⅰ）
・この分野は専門分野であり，これまでも構造力学関連の講義を担当してきた。

科目名4：応用力学・演習
・この分野は専門分野であり，これまでも構造力学関連の講義を担当してきた。
科目名5：応用力学B
・この分野は専門分野であり，これまでも構造力学関連の講義を担当してきた。
科目名6：空間デザインB 
・大学在職中の業務において，構造物の設計に関する教育経験を有する。
科目名7：道路工学
・過去20年近く道路の構造関連の研究をしており，設計・診断については現在の専門分野であるので，講義担当者として資格がある。
科目名8：卒業研究Ⅰ
・過去20年近く道路の構造関連の研究をしており，当該分野の研究実績がある。
科目名9：卒業研究Ⅱ
・過去20年近く道路の構造関連の研究をしており，当該分野の研究実績がある。
7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：学科内教育改善委員会
学科内FD委員会
所属学会：土木学会，地盤工学会，コンクリート工学協会
学協会活動：土木学会；舗装工学委員会幹事，舗装工学委員会副委員長（2008～），舗装構造小委員会委員長（2003～）
International Society for Maintenance and Rehabilitation of Transport Infrastructures, Vice President, Asia and Far East Countries, （2003～2007）
FWD研究会理事（1990～2005），NPO法人舗装診断研究会理事（2006～2007），NPO法人舗装診断研究会理事長（2008～）
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年


	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	1.0年

	現在の大学
	31.0年

	合計
	32.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	なし
	
	年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし
　　
11． 活動状況

教 育　：　　　40％

研 究　：　　　40％

その他※　：　　20％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

舗装工学論文賞（2001，2003）

土木学会論文賞（2003）

　　　　 
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 見村　博明（66歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　教授
3． 最高学位（取得年） ：工学博士（1985）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
	1年

	前期
	2
	13

	建設材料学
	2年
	前期
	2
	1

	鉄筋コンクリート工学
	2年
	後期
	2
	1

	鋼構造学
	3年
	前期
	2
	1

	構造実験
	3年
	前期
	1
	3

	インターンシップE
	3年
	前期集中
	2
	1

	建築構造学
	3年
	後期
	2
	1

	建設環境セミナーC
	3年
	後期
	1
	3

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15

	情報と職業
	全学年
	半期集中
	2
	1


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	材料特性論
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	座屈理論
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
・鋼，及びコンクリート材料を用いた研究経験を有する。
科目名2：建設材料学
・専門が鋼構造物の疲労と破壊であること，及び合成ばりに関する研究実績があり，鋼，及びコンクリート材料を用いた研究経験を有する。
科目名3：鉄筋コンクリート工学
・専門が鋼構造物であるが合成ばりに関する研究実績を有する。
科目名4：鋼構造学
・専門が鋼構造物の疲労と破壊であり，鋼構造に関する研究実績を有する。
科目名5：構造実験
・鋼構造，及び合成ばりに関する実験的研究実績を有する。
科目名6：インターンシップE 
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名7：建築構造学 
・専門は構造・材料であり，構造解析の研究実績を有する。
科目名8：建設環境セミナーC 
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名9：卒業研究Ⅰ
・主たる卒業研究テーマは鋼構造物の疲労と破壊に関するものであり，専門分野の研究である。
科目名10：卒業研究Ⅱ
・主たる卒業研究テーマは鋼構造物の疲労と破壊に関するものであり，専門分野の研究である。
科目名11：情報と職業
・当該教科に関する教育実績を有する。
　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：入試センター副センター長（2000～2004）
学科内教育改善委員会
所属学会：日本建築学会，土木学会，日本溶接学会，日本鋼構造協会，日本コンクリート協会，IABSE（国際構造協会）

　　　学協会活動：日本建築学会；鋼構造設計規準見直し委員会（2003～2005）

日本溶接学会；溶接強度委員会（1996～）

日本鋼構造協会；学術交流小委員会（2003～）
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0.5年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	0年

	現在の大学
	37.0年

	合計
	37.5年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	建設業
	施工監理
	0.5年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

一級建築士（1973）

　　
11． 活動状況

教 育　：　　　60％

研 究　：　　　30％

その他※　：　　10％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

東京電機大学研究振興会論文賞（1984）

添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 安田　進（60歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　教授
3． 最高学位（取得年） ：工学博士（1975）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	創造工学へのアプローチ
	1年

	前期
	2
	3

	土質力学A・同演習（地盤工学A・演習）
	2年
	前期
	3
	1

	創造工学インターンシップA
	2年
	前期集中
	2
	1

	土質力学B（地盤力学B）
	2年
	後期
	2
	1

	土質実験
	2年
	後期
	1
	2

	創造工学インターンシップB
	2年
	後期集中
	2
	1

	気圏・地圏の環境
	3年
	後期
	2
	2

	建設基礎工学
	3年
	後期
	2
	1

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	地盤防災工学特論
	大学院

前期課程
	後期

（隔年）
	2
	1

	土質工学特論
	大学院

前期課程
	後期

（隔年）
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：創造工学へのアプローチ
　・都市インフラやエネルギーに関する教育経験を有する。
科目名2：土質力学A・同演習（地盤工学A・演習）
・専門が地盤工学や土質力学であり，それに関する研究経験を豊富に有する。
科目名3：創造工学インターンシップA
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名4：土質力学B（地盤力学B）
・専門が地盤工学や土質力学であり，それに関する研究経験を豊富に有する。
科目名5：土質実験
・企業在職中の業務において，地盤調査や土質実験の経験を有する。
科目名6：創造工学インターンシップB
・当該教科に関する教育実績を有する。
科目名7：気圏・地圏の環境
・専門が地盤工学や土質力学であり，地質等の地圏に関する教育経験を有する。
科目名8：建設基礎工学
・専門が地盤工学や土質力学であり，それに関する研究経験を豊富に有する。
科目名9：卒業研究Ⅰ
・主たる卒業研究テーマは地盤の破壊に関するものであり，専門分野の研究である。
科目名10：卒業研究Ⅱ
・主たる卒業研究テーマは地盤の破壊に関するものであり，専門分野の研究である。
　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

教育活動：学科内教育改善委員会

学科内外部評価委員会
所属学会：地盤工学会，土木学会，日本地震工学会，自然災害学会，第四紀学会，地域安全学会

学協会活動：地盤工学会副会長（2006～2007）

土木学会地盤工学委員会委員長（2003～2004）

日本地震工学会副会長（2005～2006）
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	11.5年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	7.5年

	現在の大学
	14.0年

	合計
	33.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	地盤調査コンサルタント
	地盤調査，土質試験，解析
	11.5年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

技術士（建設部門）（1979）
技術士（総合技術監理部門）（2002）

土木学会特別上級技術者（2005）
　　
11． 活動状況

教 育　：　　　40％

研 究　：　　　40％

その他※　：　　20％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

土木学会論文賞（1987）
地盤工学会功労賞（2004）
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 岩城　和哉（40歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　准教授
3． 最高学位（取得年） ：博士（工学）（1996）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
	1年
	前期
	2
	13

	基礎製図
	1年
	後期
	2
	2

	建設環境セミナーA（建築都市デザイン概論）
	1年
	後期
	2
	4

	設計製図（建築デザイン演習A／都市デザイン演習A）


	2年
	前期
	2
	4

	図形処理（建築デザイン演習B／都市デザイン演習B）
	2年
	後期
	2
	4

	住居論

	2年
	後期
	2
	1

	建築計画学
	2年
	後期
	2
	1

	建築デザイン論
	3年
	前期
	2
	1

	空間デザインA
	3年
	前期
	2
	3

	空間デザインB
	3年
	後期
	2
	3

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	建築空間論
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	建築設計論
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
　・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名2：基礎製図
　・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名3：建設環境セミナーA（建築都市デザイン概論） 
　・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名4：設計製図（建築デザイン演習A／都市デザイン演習A） 
・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名5：図形処理（建築デザイン演習B／都市デザイン演習B） 
・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名6：住居論
・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名7：建築計画学
・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名8：建築デザイン論
・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名9：空間デザインA
・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名10：空間デザインB
・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名11：卒業研究Ⅰ 
・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。
科目名12：卒業研究Ⅱ
・建築設計実務経験、建築意匠学研究実績を有する。　　
7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：学内教学委員会（2005～）

学科内教育改善委員会

学科内カリキュラム委員会
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	7.0年

	現在の大学
	5.0年

	合計
	12.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	建築計画・建築設計（東京大学キャンパス計画室）
	キャンパスマスタープランの策定、大学施設の設計・監理監修
	7.0年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし
　　
11． 活動状況

教 育　：　　　60％

研 究　：　　　20％

その他※　：　　20％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

東京電機大学岩城研究室（岩城和哉・根本修平・学生有志）として、

　・国際野外の表現展比企　空間作品出品（2005～2008）
　・セントラルイースト東京　空間作品出品（2005）

　・国民文化祭（山口）　空間作品出品（2006）　山口県知事賞受賞

　・大地の芸術祭（越後妻有アートトリエンナーレ）作品出品決定

（2009）
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 高田　和幸（41歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　准教授
3． 最高学位（取得年） ：博士（工学）（2000）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
	1年

	前期
	2
	13

	新人ゼミ
	1年
	前前期
	1
	27

	確率・統計学（工学のための統計学）
	1年
	後期
	2
	1

	建設環境セミナーA（建築都市デザイン概論）
	1年
	後期
	2
	4

	計画数理
	2年
	前期
	2
	1

	経済・政策と環境
	3年
	前期
	2
	1

	交通計画
	3年
	前期
	2
	1

	プロジェクト評価
	3年
	後前期
	1
	1

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	交通計画学特論
	大学院

前期課程
	前期

（隔年）
	2
	1

	意志決定の理論
	大学院

前期課程
	後期

（隔年）
	2
	1

	建設環境工学特別研究Ⅰ
	大学院

前期課程

1年
	通年
	4
	10

	建設環境工学特別研究Ⅱ
	大学院

前期課程

2年
	通年
	4
	10


6． 授業担当者としての適性

科目名1：建設環境工学へのアプローチ（ものつくりのいろは）
・都市計画，交通計画，環境計画の分野の中から履修対象の学部1年生が興味を抱くようなテーマを選定し1コマで紹介をしている。上記の3分野は，自身の主要研究分野であり，本講義の担当者として適切であると考えている。
科目名2：新人ゼミ

・新入学の学生を対象とした当科目を過去に担当した実績があり，本講義の担当者として適切であると考えている。
科目名3：確率・統計学（工学のための統計学）
・都市計画，交通計画，環境計画が自身の主要研究分野であり，既往研究においても統計的推定や仮説検定を数多く実施してきた。よって建設分野の学生を対象とした当科目の担当者として適切であると考えている。
科目名4：建設環境セミナーA（建築都市デザイン概論）
・都市計画，交通計画，環境計画の分野の中から履修対象の学部1年生が興味を抱くようなテーマを選定し，半期通しで担当している。ちなみに昨年度のテーマは，「空間情報を活用した未だないサービスの提案」である。上記3分野は，自身の研究分野でもあり，本講義の担当者として適切であると考えている。
科目名5：計画数理
・都市計画，交通計画，環境計画が自身の主要研究分野であり，既往研究においても多変量解析の手法を多く用いてきた。本科目では，重回帰分析，分散分析，線形計画法，ネットワーク計画法，工程管理などを講義しているが，これらの内容の講義担当者として適切であると考えている。
科目名6：経済・政策と環境
・都市計画，交通計画，環境計画が自身の主要研究分野であり，当科目の担当者として適切であると考えている。
科目名7：交通計画
・都市計画，交通計画，環境計画が自身の主要研究分野であり，当科目の担当者として適切であると考えている。
科目名8：プロジェクト評価
・都市計画，交通計画，環境計画が自身の主要研究分野であり，当科目の担当者として適切であると考えている。
科目名9：卒業研究Ⅰ
・都市計画，交通計画，環境計画が自身の主要研究分野であり，当科目の担当者として適切であると考えている。
科目名10：卒業研究Ⅱ
・都市計画，交通計画，環境計画が自身の主要研究分野であり，当科目の担当者として適切であると考えている。
　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：入試センター副センター長，学部内教学委員会

学部内入試広報委員会，学部内改編推進委員会

学科内教育改善委員会，学科内カリキュラム委員会
所属学会：土木学会，日本都市計画学会，行動計量学会，アジア交通学会（EASTS-Japan），世界交通学会（WCTRS）

学協会活動：土木学会土木計画学委員会委員兼幹事（2002～2004）

土木学会土木計画学委員会各種研究小委員会

規制緩和後におけるバスサービスに関する研究小委員会（2002～2004）

国際交通ネットワーク戦略研究小委員会（2005～）

自転車利用空間研究小委員会（2008～）

アジア交通学会(EASTS-Japan)幹事（2005～2008）
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	4.0年

	現在の大学
	8.0年

	合計
	12.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	なし
	
	年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし
　　
11． 活動状況

教 育　：　　　50％

研 究　：　　　30％

その他※　：　　20％

· 主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

特になし
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 武村　武（36歳）

2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　助教
3． 最高学位（取得年） ： 博士（学術）（2005）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	建設環境セミナーA（建築都市デザイン概論）
	1年
	後期
	2
	4

	数学演習（工学のための数学演習）
	1年
	後期
	2
	5

	測量実習
	2年
	前期
	2
	5

	水理学A・同演習（水理学A・演習）
	2年
	前期
	3
	3

	水理実験
	3年
	後期
	1
	2

	建設環境セミナーC
	3年
	後期
	1
	3

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	なし
	
	
	
	


6． 授業担当者としての適性

科目名1：建設環境セミナーA（建築都市デザイン概論）
・過去の研究業績において，都市環境に関連するテーマを扱う経験を有する。

科目名2：数学演習（工学のため数学演習）

・過去の研究業績において，研究遂行のためにモデル開発の経験を有する。

科目名3：測量実習
・過去の教育業績において，測量実習に関する経験を有する。

科目名4：水理学A・同演習（水理学A・演習）

・過去の研究業績において，種々の水理現象を扱う経験を有する。

科目名5：水理実験
・過去の研究業績において，種々の水理現象を扱う経験を有する。

科目名6：建設環境セミナーC

・過去の教育業績において，建設環境セミナーCに関する経験を有する。

科目名7：卒業研究Ⅰ
・過去の研究業績において，主として環境水理に関する研究経歴を有する。

科目名8：卒業研究Ⅱ
・過去の研究業績において，主として環境水理に関する研究経歴を有する。

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：学科内教育改善委員会

学科内外部評価委員会

　　　　所属学会：土木学会，国際水工学会，流体力学会，陸水学会

8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	0年

	現在の大学
	2.0年

	合計
	2.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	なし
	
	年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

　　　　　なし

11． 活動状況

教 育　：

40％

研 究　：

40％

その他※　：
       20％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など
　　　　特になし
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 田中　智宏（33歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　理工学科　創造工学系　助教
3． 最高学位（取得年） ： 博士（工学）（2008）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	測量実習
	2年
	前期
	2
	5

	材料実験
	2年
	前期
	1
	3

	プログラミング演習C（実用プログラミングB）
	2年
	後期
	2
	2

	土質実験
	2年
	後期
	1
	2

	数値計算法
	3・4年
	前期
	2
	2

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	ジオデザイン演習
	他大学
学部3年
	後期
	1
	1


6． 授業担当者としての適性

科目名1：測量実習
・企業在職中の現場業務において，測量に関する実務経験を有する。

科目名2：材料実験
・企業在職中の現場業務において，コンクリートに関する実務経験を有する。

科目名3：プログラミング演習C（実用プログラミングＢ）
・企業や研究機関在職中の業務において，VBAプログラミングに関する実務経験を有する。
科目名4：土質実験
・企業や研究機関在職中の業務において，土質実験に関する実務経験を有する。

科目名5：数値計算法
・企業や研究機関在職中の業務において，VBAプログラミングに関する実務経験を有する。

科目名6：卒業研究Ⅰ
・研究機関在職中の業務において，主として地盤の研究に関する実務経験を有する。

科目名7：卒業研究Ⅱ
・研究機関在職中の業務において，主として地盤の研究に関する実務経験を有する。

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：学科内教育改善委員会

学科内FD委員会
関東学院大学社会環境システム学科非常勤講師（2006～）

　所属学会：土木学会，地盤工学会

　　　　学協会活動：

地盤工学会，地震時の流動対策に関する研究小委員会委員（2002～2005）

土木学会，全国大会委員会プログラム編成会議委員（2006）

（財）沿岸技術研究センター，管内防災拠点空港耐震化検討委員（2008）

　　

8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	2.5年

	公共団体
	0年

	研究機関
	3.0年

	他大学等の教育機関
	0年

	現在の大学
	0.5年

	合計
	6.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	建設専門施工会社
	現場監理，設計，工法開発
	2.5年

	行政研究機関
	研究（実験・解析等）
	3.0年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

測量士補（1997）
土木学会2級技術者（2004）
修習技術者（建設部門）（2005）
土木学会1級技術者（地盤・基礎）（2005）
11． 活動状況

教 育　：　　　40％

研 究　：　　　30％

その他※　：　　30％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など
特になし
添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 根本　修平（33歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　建設環境工学科　助手
3． 最高学位（取得年） ： 修士（工学）（1999）
4． 勤務形態 ： 常勤
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	基礎製図
	1年
	後期
	2
	2

	建設環境セミナーA（建築都市デザイン概論）
	1年
	後期
	2
	4

	設計製図（都市デザイン演習A／建築デザイン演習A）
	2年
	前期
	2
	4

	図形処理（都市デザイン演習B／建築デザイン演習B）
	2年
	後期
	2
	4

	空間デザインA
	3年
	前期
	2
	3

	空間デザインB
	3年
	後期
	2
	6

	構造実験
	3年
	後期
	1
	3


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	なし
	
	
	
	


6． 授業担当者としての適性

科目名1：基礎製図
　・企業在職中の業務において，製図を行う実務経験を有する。
科目名2：建設環境セミナーA（建築都市デザイン概論）
・企業在職中の業務において，建築および都市環境の設計を行う実務経験を有し，大学在職中の業務において，建築意匠に関する研究経歴を有する。
科目名3：設計製図（都市デザイン演習A／建築デザイン演習A）

・企業在職中の業務において，都市環境と建築の設計を行う実務経験を有する。
科目名4：図形処理（都市デザイン演習B／建築デザイン演習B）
・企業在職中の業務において，都市環境と建築の設計を行う実務経験を有する。
科目名5：空間デザインA
・企業在職中の業務において，建築の設計を行う実務経験を有し，大学在職中の業務において，建築意匠に関する研究経歴を有する。
科目名6：空間デザインB
・企業在職中の業務において，建築の設計を行う実務経験を有し，大学在職中の業務において，建築意匠に関する研究経歴を有する。

科目名7：構造実験
・企業在職中の業務において，構造の設計を行う実務経験を有する。

　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　教育活動：学科内教育改善委員会

学科内カリキュラム委員会

所属学会：建築学会，日蘭学会

学協会活動：都市計画家協会オランダ研究会（2003～），まちづくり支援NPOタウン・コンパス（2004～），NPO法人川越蔵の会（2007～）
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	1.0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	0年

	現在の大学
	4年

	合計
	5年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	建築設計事務所
	建築物の企画・計画業務，

設計業務，工事監理
	1.0年

	大学院研究室
	同上
	5.0年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし
11． 活動状況

教 育　：　　　50％

研 究　：　　　40％

その他※　：　　10％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

　研究助成：
・オランダにおけるホフイェの空間構成に関する研究（2001年度日本建築学会九州支部奨励研究助成）
・オランダにおけるホフイェの空間構成に関する研究（平成13年度科学研究費補助金 基盤研究(C)，研究代表者：石田壽一）
　主な褒賞等：
・越後妻有アートトリエンナーレ2009，出展作品に選定
・国際野外の表現展比企，2005年より出展
・セントラルイーストトウキョウ2005，出展作品に選定・出展
・アートベンチング・プロポーザル・コンペティション優秀賞，2002

・Designs for Amphibious Living　水陸両用居住のためのデザイン上位３作品，2000

・2G Ideas competition Head office of the fundacio Mies van der rohe-選外佳作，1998

・第12回建築環境コンペティション「都市の部屋」佳作，1998

・群馬県立利根実業高校学校創立80周年記念モニュメントデザイン公募入賞，1998

・建築士会連合会平成9年度懸賞設計競技「マルチファミリーのすまい」銅賞，1997
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